天草版『平家物語』の原拠本の研究--研究史と本文の検証(特集 天草版平家物語：原拠本と日本語の歴史） by 近藤 政美 & Masami KONDO
天草版『平家物語』の原拠本の研究
――研究史と本文の検証――













































































































































































































































































































































































































































































⒜ ⒝ ⒞ ⒟
〈天草版平家〉 A、B、C、Dのことを 存じて 申す。
竜大本〈覚１〉 A、D、Bの事 をもて 申候。
△陽明本〈覚４〉 A、C、D、Bの事を 思ひて 申候。




▲東大国文本９〈下２〉 只 A、B、D、Cの事を 思て 申候。
▲学習院本４〈流１〉 たヽ D、C、A、Bの事を おもつて 申候。
斯道本〈百１〉 只 A、（人ノ為）ヲ 存＊（して） カヤウニ申候フ也。




















































































〈天草版平家〉 先づ おん命に代りまらせうずるとこそ 存じたれ。
竜大本〈覚１〉 御命にかはりまいらせむとこそ 存候へ。
駒大本 25〈覚２〉 御いのちにかはりまいらせんとこそ ぞんじ候しか。
△陽明本〈覚４〉 御命にかはりまいらせんとこそ 存候へ。





































































学習院本３〈下３〉 その時 大納言なみたをはらゝゝとなかひて さりとも




























































































































































































































































































































































① ② ③ ④
〈天草版平家〉 水 言はれたれば 上総の守 このやうなことをば
〈斯〉第一次本文 野 急レケレハ 上総介 カヤウノコトヲハ










c カヤウノコトヲハ e サコソ f∼存知セラレケメ。



















⑤〈竜〉● a されは d 今の平氏の大将維盛忠度も








①〈斯〉一● c カヤウノコトヲハ e サコソ f∼存知セラレケメ。
②〈斯〉二 cカヤウノコトヲモ e サコソ f∼存知セラレケメ。
③〈小〉 b定メテ c加様ノ事ヲハ f∼被二存 -知
セ
一タリケン。
④〈鍋〉 bさだめて cかやうの事をば f∼ぞんぢせられたりけん。
⑤〈竜〉● b 定て cかやうの事をは f∼存知せられたりけん。












































































































をせうと思ふと 言はれたれば（149-14 ∼ 15）




〈学習院本５〉 aひろみにていくさをせんと bおもうふなりと cはやられける
〈静嘉堂片仮名本〉 a勝負ヲセント b思フハ如何ニト c宣ヘハ
表 C3


































































































































































































































































































































































































































































































































a a b a b b b b











c c a b b b a b




a a a a c c b b











b b a a a a a a




b b a a a a a a





c c a a a a a a




b b a a c c c c






c c a a a a a a
















c c a a a a a a


















c c a a a a a a




b b a a a a a b




c c a a a c a b




b b a a a a a b








c c a a a a a b
24 220-16 ∼ 24
たとへば都の守護としてあらう
ずる者が…，僻事であらうずれ．






c c a a a a a a












a a a a b
（43）






b b a a a a b b
















c c a a a a a a









































b b a a a a a a




































〈小城本〉 3 7.5 19 18
〈鍋島本〉 4 10.0 20 16
〈竹柏園本〉 37* 92.5 2* 1*
〈平松本〉 38 95.0 2 0
〈享禄本〉 31 77.5 6 3
〈鎌倉本〉 30 75.0 6 4
〈竜大本〉 30 75.0 9 1



































































〈天〉 経盛 行盛 忠度 経正
○〈竹〉 経盛 幸盛 忠度 経正 ⓐ
▽〈平〉 経盛 ナシ 忠度 経正 ⓑ
〈小〉 経盛 ナシ 忠度 経正 ⓑ
〈鍋〉 忠度 ナシ 経盛 経正 ⓑ
〈享〉 経盛 ナシ 忠度 経正 ⓑ
〈鎌〉 経盛 ナシ 忠教 経正 ⓑ
〈竜〉 忠教 ナシ 経盛 経正 ⓑ

































































































































































〈竹〉…惟栄 更 不奉従、 ＋＋＋公達をも 此処ニテ取籠可進候ヘトモ、
〈平〉…惟栄 ＋＋ 奉
ラス
レ従ヒ、 公達ヲモ剰サヘ 所ニテ 取籠可
ク
レ進候へトモ、
〈小〉…惟義 更ニ随イ奉ラズ、 君ヲモ軈テ 取籠奉ルベウ候ヘトモ（合字）、
〈竜〉…維義したかひたてまつらす、あまさへ君達をも只今こゝてとりこめま
いらすへう候へとも、































































































































































１ 〈天草版平家〉（大英図書館蔵）の扉には 1592 年（文禄元年）天草学林で長老
の御免許として出板（板に刻む）とある。そして、序文（読誦の人に対して書

























































〈筑大本 11〉〈筑 11〉 筑波大学付属図書館蔵、写真。
〈筑大本 12〉〈筑 12〉 筑波大学付属図書館蔵、写真。
















〈元禄 12 刊〉 元禄十二年刊本（1699）愛知県立大学付属図書館蔵、原本。


























































（麻生：昭 42・3）麻生朝道「天草版平家物語巻４の 16から 20までの底本について」『文
学論集』（佐賀大）８号。
（山下：昭 43）山下宏明「平家物語百二十句本再考」、古典文庫『平家物語百二十句本』
四に所収の解説。
（吉川：昭 44）亀井高孝編『天草版平家物語』影印本。吉川弘文館。
（汲古：昭 45）『百二十句本平家物語』慶応義塾大学付属斯道文庫蔵本の影印。汲古書
院。
（60）
（山下：昭 47）山下宏明著『平家物語研究序説』明治書院。
（岩波：昭 52）『国書総目録』岩波書店。
（鎌田：昭 54・9）鎌田広夫「天草版平家物語の底本について――巻一及び巻二第１の場
合――」『米沢国語国文』６号。
（清瀬：昭 57）清瀬良一著『天草版平家物語の基礎的研究』溪水社。
（山下：昭 59）山下宏明著『平家物語の生成』明治書院。
（鎌田：昭 59）鎌田広夫「天草版平家物語の依拠本についての考察――斯道本巻八の欠
巻を補ふもの――」『東洋学研究所所集刊』（二松学舎大）昭和 58年度版所収。
（遠藤：昭 60・3）遠藤潤一「天草版平家物語小考――清瀬良一氏の『天草版平家物語の
基礎的研究』について――」『鈴木弘道教授退任記念国文学論集』（和泉書院）所収。
（近藤：昭 60・7）早稲田大学付属図書館にて〈早大本〉を発見。図書番号（門：リ５ /
号：6170 /巻：２）。
（近藤：昭 61・7）近藤政美「天草版平家物語巻Ⅰと平家物語百二十句本系諸本との語句
の照応について」『名古屋大学国語国文学』58号。
（近藤：昭 61）近藤政美「天草版平家物語巻Ⅱ第１章（祇王）と平家物語百二十句本系
諸本との語句の照応について」『松村博司先生喜寿記念国語国文学論集』（右文書院）
所収。
（江口：昭 61）江口正弘編『天草版平家物語の本文及び総索引』明治書院。
（近藤：昭 62・2）近藤政美「天草版平家物語巻Ⅰ・巻Ⅱ第１章（祇王）の原拠本の本文
の形成に関与した百二十句本系の平家物語について――遠藤論文の批判――」『説
林』（愛知県立大学）35号。
（遠藤：昭 62・12）遠藤潤一「天草版平家物語小考（その２）」『奈良大学紀要』16号。
（近藤：平 2・12）近藤政美「天草版平家物の原拠本について――巻Ⅱ第２章から巻Ⅲ第
８章までと、巻Ⅳ第２章から第 28章までの範囲――」『名古屋大学国語国文学』67
号。
（近藤：平 4・2）近藤政美「天草版平家物語の原拠本について――巻Ⅲ第９章から巻Ⅳ
第１章まで――」『愛知県立大学文学部論集』45号。
（近藤ほか：平８、９）近藤政美ほか『平家物語〈高野本〉語彙用例総索引』（自立語篇）
（付属語篇）勉誠出版。
（鎌田：平 10）鎌田広夫著『天草版平家物語の語法の研究』おうふう。
（近藤ほか：平 11）近藤政美ほか『天草版平家物語語彙用例総索引』勉誠出版。
（福島：平 15）福島邦道著『天草版平家物語叢録』笠間書院。
（61）
（近藤：平 20）近藤政美著『天草版平家物語の原拠本、および語彙・語法の研究』和泉
書院。
（小林：平 21・10）上項の近藤著『天草版平家物語の原拠本、および語彙・語法の研究』
に対する小林千草氏の書評。『日本語の研究』第５巻４号掲載。
補遺（18 頁の説明のための〈陽明本〉〈早大本〉の本文の対照）
d「さりとも」に続く語句（〈天草版平家〉54-17∼21)
▼，＋＋＋は〈天草版平家〉と比較して存しない部分を示す。
〈天草版平家〉 わが世にあったほどは，従ひ付いた者ども一二千人も
△陽明本〈覚４〉わか世なりし時は、したかひついたりし者共一二千▼も
●早大本〈葉２〉我世にありし時は、 随
したかひつき
たり▼者共一二千人も
〈天〉あらうずるに，今は余
よ
所
そ
ながらもこのあり様を見送る者の
〈陽〉有つらん▼、 いまはよそにてたに此有様を 見送るものヽ
〈早〉ありつらんに、今はよそにてたにこの有様を 見をくる者の
〈天〉ないことの悲しさよとて，泣かれたれば：
〈陽〉なかりけるかなしさよ、 ＋＋＋＋＋＋＋（脱）
〈早〉なかりけるかなしさよとて、なかれければ、
（62）
